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　令和4年4月1日から一部のコミュニティセンターの施設名称や管理者が変更となります。

　パブリック・コメントの実施結果について、次のとおりお知らせします。
　実施結果は、市ホームページや政策審議室企画政策課（本庁3階）、または各支所でも閲覧できます。

《パブリック・コメントの実施概要》
○意見の募集期間
　令和3年12月10日（金）～令和4年1月11日（火）
○案の公表方法
　・市役所政策審議室企画政策課（本庁3階）および各支所総合窓口で閲覧
　・市ホームページで公表
○意見の提出方法　　　
　直接持参、郵送、FAX、Eメール
○意見の提出状況
　郵送2名、Eメール1名

○意見の内容および意見に対する市の考え方

令和4年4月1日からコミュニティセンターの名称等が変わります

旧施設名称 新施設名称 管理者（指定管理者）

大宮東部地区コミュニティセンター
（大宮公民館世喜分館） 大宮東部コミュニティセンター 公益財団法人常陸大宮市振興財団

大宮農村環境改善センター 大宮南部コミュニティセンター 上村田区
（変更なし）

問　　　   地域創生課地域創生G　☎52-1111　内線126本庁

常陸大宮市総合計画「ひたちおおみや未来創造ビジョン＜基本構想＞（改訂案）」および「ひたちおおみや
未来創造アクションプラン＜基本計画＞（案）」に対するパブリック・コメントの実施結果について

No. 対象計画 意見のタイトル 意見の内容
※原文のとおり記載しています。 意見に対する市の考え方

１ 基本計画 ひたちおおみや未
来創造アクション
プラン＜基本計画
＞の表現と盛り込
むべき内容

　アクションプランというのは、基本
計画のことではなく、いつどこで誰が
何を何のためにどのように行うのかを
示した具体的な実施計画（行動計画）
を盛り込んだ計画のことのはずです。
　基本計画というのは、基本構想を実
現していくための基本的な方針とその
実現に必要となる主要な事業を示した
ものを意味するはずです。基本計画は
基本構想を実現するために必要な各
種の具体的事業を展開していく際の指
針となるものであることから、主要な
事業については、基本計画の中に相互
の関連や時系列を整理して体系的に示
しておく必要があります。主要な事業
が明記されていない計画を基本計画と
呼ぶことは、相応しくないと思います。
　今回の基本計画は、アクションプラ
ンと称していますが、内容は事業展開
の方向性を抽象的な表現で示す基本

　本市では、行政・市民・団
体等の行動並びに実践を促す
ものとして基本計画を位置づ
け、名称をアクションプランと
設定しています。また、基本
計画では、本市が進める施策
の方向性と主な取組などを盛
り込んでいます。
　基本計画を踏まえた具体的
な事業名称および内容につい
ては、基本計画を踏まえ3年間
を計画期間として策定する重
点事業計画において取りまと
めを行うものとしています。ま
た、重点事業計画は、社会経
済情勢や財政状況の変化、市
民ニーズへの対応等を勘案し
ながら、毎年度見直しを行い
ますので、基本計画に関しま
しては、原文のとおりとします。
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No. 対象計画 意見のタイトル 意見の内容
※原文のとおり記載しています。 意見に対する市の考え方

構想のレベルに留まっていて、計画の
目標を達成していくために必要となる
主要施策が具体的に見えていないよう
に感じます。
　アクションプランという表現を使う
ならば、計画を実現していくためにど
ういう事業を展開していくのか、少な
くとも重要な事業については具体的に
明示しておく必要があると考えます。
　今後、基本計画を受けてより詳細な
実施計画を作ることになると思います
が、主要な事業については、基本計
画の中にも盛り込んでいくことが必要
と考えます。
　主要事業に関連して計画実現に必
要となる個々の事業については、基本
計画の考えに基づいて単年度毎の予
算編成の中で十分に議論して予算化し
ていけばよいと考えます。しかしなが
ら、予算化の単年度主義を重要視す
ると、どうしても場当たり的になりが
ちで、基本計画そのものの意味が薄れ
てしまいます。そこで、基本計画の中
に計画実現の要となる重要事業は盛り
込んでおき、社会経済環境等の変化
を勘案して必要な修正を加え、実施に
移していくことが良いと考えます。
　従って、今回の基本計画は、アクシ
ョンプランという表現をやめて、単純に

「ひたちおおみや未来創造基本計画」
とし、計画の実現を担保するための主
要事業を盛り込んで、基本計画らしく
体裁を整えるべきと考えます。

2 基本計画 基本計画の中に、
「博物館の創設」
を入れ、基本計画
の目標と主要な対
応策を明記する

①基本計画の中に具体的な事業を盛
り込まないのは、議会等で事業の進
捗や成果を聞かれても逃げられるよう
にしておくためではないかと穿った見
方をしてしまいます。基本計画には、
計画に掲げた目標を達成するために必
要な主要事業を盛り込むべきと考えま
す。計画の文章も、「○○をして○○
を○○させる」という曖昧な表現より、

「○○を○○させるために○○をしま
す」と、目標とそれを達成するための
事業をより分かりやすく強調した表現
にすべきではないでしょうか。そうし

①基本計画では、本市が進め
る施策の方向性と主な取組な
どを盛り込んでいます。
　また、基本計画を踏まえた
具体的な事業名称や、事業内
容については、重点事業計画
で取りまとめ、さらに数値で
成果目標を設定し、事業の進
捗・達成度合いを客観的・定
量的に評価することで、基本
計画の目標の達成に向けて取
り組みますので、原文のとお
りとします。

No. 対象計画 意見のタイトル 意見の内容
※原文のとおり記載しています。 意見に対する市の考え方

ないと、計画の存在意義が薄れてしま
うように感じます。
②常陸大宮市の魅力を高めて、市内
外からの多くの人を集め、市の活性化
を図っていくために、多機能を有する

「博物館の創設」を具体的事業として
基本計画の中に盛り込むよう提案しま
す。（博物館構想の詳細は、別添資料
参照）
　この博物館は、泉坂下遺跡の出土物

（重要文化財）と常陸大宮市で生まれ
たとされる雪村の作品群（レプリカで
可）を目玉に、佐竹氏関係他歴史、文
化、民俗、自然等現在進行中の市史
編さん事業で明らかになった多種多様
な資料を保管、展示公開し、シンクタ
ンク機能や情報発信機能、郷育立市
や生涯学習の拠点施設とすることによ
り、研究者を含め市内外の多くの人
が集まる魅力的な施設を想定していま
す。
　博物館の創設は、基本構想、基本
計画の理念に適切に応える具体的な
施策であり、施策大綱１の政策１施策
２②、政策２施策３①、４③、５①②、
大綱３の政策１施策１②、④、施策２
①、大綱４の政策１施策２、３、大綱
５の政策２施策３①等の中に具体的に
盛り込むべきと考えます。

②「博物館の創設」に対する
ご意見につきまして、本市の
優れた文化遺産は、学校教育
や生涯学習を通して市民の郷
土愛を育むとともに、観光資
源としても活用されるなど多く
の分野に関連すると考えられ
ますので、大綱1政策2施策5
の「①歴史文化遺産の保護・
活用と施設の充実」の分野に
おいて、文化財展示施設の検
討を進めますので、原文のと
おりとします。

3 基本計画 大綱2
政策3　災害に強
いまちづくり
施策7　防災・危
機管理体制の充実
②防災体制の充実

　災害関連死を無くすために、発災直
後、復旧・復興期などのフェーズに合
わせた支援体制の構築が必要になる
のではないかと考えます。とくに高齢
者や障害者等の災害弱者は災害関連
死のリスクが高くなる傾向があるため
避難生活が長期に及ぶ場合には、そ
のような対象者に対する支援のあり方
や医療従事者による災害支援チーム
の関りも必要になるのではないかと考
えます。

　災害時の被災者の健康管理
等は重要な課題であり、災害
発生時の具体的な支援体制等
に関しては、常陸大宮市地域
防災計画により計画しており、
発災直後の医療救護、避難後
の健康管理および復旧期の心
的健康管理等のフェーズに合
った対応をとれる体制の構築
に取り組んでいます。
　ご意見を参考とし、災害の
直接死はもとより、関連死を
防ぐ施策を検討するとともに、
関係性の深い避難所関係の改
善等に取り組みます。
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No. 対象計画 意見のタイトル 意見の内容
※原文のとおり記載しています。 意見に対する市の考え方

4 基本計画 大綱3　政策1　
魅力と特色あるま
ちづくり　施策1　
計画的な土地利用
と拠点づくり　
②常陸大宮駅周辺
整備の推進

　2項目目の冒頭に「新駅舎や駅西口」
という明確な場所を明記してあります。
駅東口側の方向性についても記載して
はどうかと考えます。

　基本計画においては、交流
拠点の整備位置をわかりやす
くするために、駅の西口側に
整備するとしています。
　基本計画においては、駅東
口も含めての駅周辺整備の方
向性となるものですので、原
文のとおりとします。
　なお、駅周辺の整備に関し
ましては、駅周辺整備計画に
基づき推進します。

5 基本計画 大綱3　政策1　
魅力と特色あるま
ちづくり　
施策2　移住・定
住の促進　②移住
体験の充実

　「特色のある産業での就労体験」と
記載されていますが、常陸大宮市の
高齢化率の推移を鑑みて、医療や福
祉領域における専門資格を保有した人
の就労体験も必要になるのではない
かと考えます。もちろん農業や新たな
産業の創出も必要になると考えますの
で、「特色のある産業」とは何なのか、
もう少しわかりやすい形で明記するこ
とも必要になるのではないかと考えま
す。

　本市では人口減少対策を本
市の最重要課題として捉えて
おり、本市に移住する人を増
加させるための取組を進めて
います。その取組として、移
住希望者が本市での仕事や生
活を体験する取組の一つが就
労体験となります。
　都市部から農村へ移住する
人には、就農を希望されるな
ど、自然と触れ合う仕事を希
望される方が多い傾向がある
ため、本年度は農業などの就
労体験のほかテレワーク体験
を実施しています。
　今後移住施策としての就労
体験において、医療や福祉分
野も含め様々な分野での実施
を検討します。
　また、「 特 色のある産 業 」
に関しては、医療や福祉分野
も含め様々な分野が考えられ
ますので、原文のとおりとし
ます。

6 基本計画 大綱4　政策1　
市民の多様な活動
を推進するまちづ
くり　施策1　地
域コミュニティ活
動の充実②コミュ
ニティ活動の活性
化

　「集落支援員や地域おこし協力隊と
連携し、元気な地域コミュニティづく
りを推進します。」と記載されていま
すが、「施策2　市民と行政による協
働の推進」にもあるように地域コミュ
ニティづくりには市民一人ひとりの参
画が必要になるのではないかと考えま
す。また、民間企業もCSR活動などを
通してコミュニティづくりに関与してい
ますので、前者に限定しない表現の方
がよいのではないかと考えます。

　本市と市民の協働によるま
ちづくりの基礎は地域コミュ
ニティである区および班とな
りますが、近年、区や班への
未加入者が増加しているほか、
人口減少や過疎化の影響によ
り一部の区・班では、地域活
動が困難な状況が生じていま
す。
　本市では、区・班への加入
促進や地域センターの整備、

No. 対象計画 意見のタイトル 意見の内容
※原文のとおり記載しています。 意見に対する市の考え方

集落支援員の配置や、地域お
こし協力隊の活用による地域
コミュニティの維持・活性化
する取り組みを推進しており、
また、ご意見のように市民一
人ひとりの参画が必要ですの
で、市民を対象とした協働の
担い手となる人材の育成・支
援を進めています。
　また、地域コミュニティづく
りの取組に関しては、集落支
援員や地域おこし協力隊に限
定するものではなく、基本計
画に記載のとおり多様な地域
コミュニティ活動を支えるボラ
ンティアや各種団体・NPOな
どと連携を図りながら、地域
コミュニティの推進体制づくり
に努めますので、原文のとお
りとします。
　なお、市民団体や、企業な
どと市との協働については大
綱3　政策1　施策2市民と行
政による協働の推進において
進めます。

７ 基本計画 大綱2　政策2　
施策4　障がい者
福祉の充実　③
療養や特別支援教
育の充実　「児童
発達支援センター
の設置を目指しま
す」について

　発達に不安のある子どもさんの保護
者にとって、検診等で出逢う保健師の
存在は大変重要だと考えます。保健
師の知識と経験はもちろんですが、保
護者の不安な気持ちに寄り添える様、
保健師自身が心の余裕を持てる為に
保健師の充分な人員配置を願います。
保健師との連携のもと、児童発達支援
センターにつなげられた場合には、保
育園、幼稚園、小学校、中学校、高
等学校と節目節目で変わる環境に応じ
て、その子どもさんに関わる全ての方
が集まり話し合いの場を持てる「連携
会議」の随時あるいは定期的な開催
の実施を強く望みます。

　発達の気になる子どもやそ
の保護者へ切れ目のない支援
を行うために、早期発見と相
談体制の充実が必要であるこ
とから、総合計画では、大綱
1　政策１　施策１　子ども・
子育ての支援の充実　③子育
て支援の充実において、発達
の気になる子どもへの各種支
援を行うとともに、生涯にわ
たり切れ目のない支援を行う
施設の設置を目指し、各種検
討を推進していきます。施設
の設置にあたっては、保護者
の不安な気持ちに寄り添える
よう、相談体制や療育支援体
制の充実を図るため、保健師
をはじめ、専門的な知識を持
つ職員の配置に努めます。

問　　　   企画政策課企画政策G　☎52-1111　内線310本庁


	お知らせ版464号_P11
	お知らせ版464号見開き_P7
	お知らせ版464号見開き_P8

